
参
考
書
誌
研
究
・
第
＝
一
号
（
一
九
七
六
・
三
）

刻
む
百
年
，
の
歩
み

上
野
図
書
館
文
書

西
　
村
　
正
，
守

　
当
館
の
源
流
は
、
官
制
面
か
ら
は
明
治
五
年
の
書
籍
館
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
蔵
書
面
の
遡
及
は
明
治
八
年
東
京
書

籍
館
に
止
る
。
従
っ
て
、
蔵
書
と
一
体
の
文
書
類
も
ま
た
「
明
治
八

年
二
月
ヨ
リ
七
月
二
三
ル
．
東
京
書
籍
餌
三
号
」
を
以
て
起
点
と

す
る
。

　
上
野
図
書
館
往
事
の
栄
光
を
示
す
唯
一
の
証
左
と
し
て
、
こ
れ

ら
文
書
綴
三
百
余
三
三
は
、
三
百
周
年
の
歴
史
を
秘
め
て
、
支
部
上

野
図
書
館
館
長
室
に
保
管
さ
れ
、
内
外
研
究
者
の
探
訪
を
待
っ
て
い

る
。　

以
下
本
稿
は
第
一
章
に
お
い
て
、
保
管
文
書
全
般
の
概
要
を
示

し
v
第
二
章
に
お
い
て
、
そ
の
例
示
と
し
で
、
保
管
文
書
が
語
る
東

京
書
籍
館
法
律
書
庫
論
争
を
紹
介
す
る
事
と
す
る
。

第
一
章
－
保
管
．
文
書
の
概
要

關、

結
桴
草
ﾐ
館
文
書

　
こ
の
時
代
の
文
書
綴
は
総
計
二
四
点
あ
り
、
大
別
す
れ
ば
次
の
三

種
と
な
る
。

　
O
　
狭
義
の
文
書
類
（
一
〇
点
）

　
⇔
，
人
事
記
録
（
五
点
）
・

　
⇔
　
収
書
記
録
及
び
雷
目
類
（
九
点
）

　
こ
の
う
ち
基
本
的
文
書
は
O
で
あ
る
こ
と
は
い
7
5
ま
で
も
な
く
、

在
米
留
学
生
監
督
目
賀
田
種
太
郎
に
托
し
て
の
海
外
資
料
の
収
集
、
－

目
録
分
類
法
を
め
ぐ
る
館
内
論
議
、
法
律
書
庫
を
め
ぐ
る
開
成
学
校

長
補
浜
尾
新
と
の
論
争
（
第
二
章
に
お
い
て
詳
述
）
、
一
年
余
を
か
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、
け
た
旧
藩
蔵
書
の
受
入
八
参
照
①
）
等
近
世
日
本
図
書
館
史
上
欠
か

，
せ
ぬ
基
礎
資
料
に
満
ち
て
い
る
。

’
こ
れ
ら
何
文
書
の
一
つ
一
「
つ
に
縦
横
無
尽
に
朱
筆
を
準
え
的
確
な

指
示
を
与
え
て
い
る
若
き
館
長
補
永
井
久
一
郎
の
情
熱
、
さ
ら
に
は

，
回
議
書
に
付
さ
れ
た
数
多
く
の
符
箋
に
み
る
館
員
一
．
人
一
人
の
意
気
「

込
み
の
中
に
、
明
治
初
期
近
代
図
書
館
建
設
に
遮
音
し
た
先
進
苦
闘

の
姿
を
十
分
野
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
残
念
な
の
は
明
治
九
年

後
暗
部
の
仰
裁
文
書
の
多
く
が
既
に
失
な
わ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

　
、
納
本
記
録
と
し
て
は
「
本
省
評
説
課
廻
致
書
籍
目
録
」
分
明
治
八
年

三
月
二
〇
日
二
三
部
三
七
冊
一
箇
が
最
初
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
事
記
録
と
し
て
は
明
治
八
年
六
～
九
月
の
「
吏
員
瓢
防
簿
」
が

主
で
あ
る
が
う
，
明
治
八
年
三
豊
就
任
時
中
督
学
た
り
し
館
長
畠
山
義

成
の
肩
書
が
こ
こ
で
は
少
督
学
と
な
っ
て
い
る
。
．
こ
れ
は
そ
の
間
に

官
等
の
改
定
が
あ
ゆ
中
督
学
，
（
五
等
金
二
〇
〇
円
↓
四
等
金
二
五
〇

円
×
少
督
学
（
六
等
金
一
五
〇
円
↓
五
等
金
二
〇
〇
円
）
の
格
上

げ
に
と
も
な
う
結
果
で
あ
り
、
本
人
に
と
れ
ば
月
俸
す
え
置
き
、
肩

書
ダ
ウ
γ
の
期
間
に
当
る
分
で
あ
る
。
後
に
畠
山
は
再
び
中
督
学
と

な
る
が
、
こ
れ
は
勿
論
四
等
官
で
あ
り
、
、
先
の
中
督
学
で
は
な
い
。

二
、
．
東
京
府
書
籍
恋
文
書

　
現
存
文
書
綴
は
一
九
点
で
あ
り
、
綴
に
付
せ
ら
れ
た
甲
乙
丙
乃
至

子
丑
寅
の
記
号
が
ち
み
て
亡
失
部
分
は
か
な
り
あ
り
残
存
率
八
割
程

度
と
推
定
さ
れ
る
。
直
轄
機
関
で
あ
っ
た
東
京
書
籍
館
と
こ
と
な
・

り
、
庶
務
課
乃
至
学
務
課
の
一
部
に
置
か
れ
た
府
書
籍
館
は
、
そ
れ
．

だ
け
仰
裁
は
間
接
的
な
も
の
と
な
り
、
伺
に
対
す
る
決
裁
の
結
果
を
、

文
書
綴
か
ら
直
ち
に
確
認
し
え
な
い
も
の
が
多
い
ゆ
基
本
文
書
で
あ

る
官
文
書
綴
も
明
治
一
一
年
前
半
が
．
一
切
亡
失
と
な
っ
て
お
り
、
補

足
す
べ
き
文
部
省
年
報
の
よ
う
な
も
の
も
な
い
ま
ま
、
，
当
館
前
史
を

通
じ
て
資
料
的
に
最
も
弱
い
期
間
と
な
り
て
い
る
。

　
明
治
一
〇
年
九
月
二
二
日
行
政
官
た
り
し
二
橋
元
長
三
元
新
潟
県

参
事
）
着
任
後
最
初
の
二
四
日
付
文
書
か
ら
第
一
号
と
記
番
号
が
与
へ
．

え
ら
れ
、
文
書
処
理
が
体
系
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
早
速
二
橋
起
用

の
効
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
（
参
照
②
）
「

　
府
書
籍
館
の
仰
裁
文
書
は
学
務
課
往
復
綴
と
会
計
課
往
復
綴
の
二
・

本
享
て
に
な
っ
て
い
る
が
「
明
治
一
三
年
学
務
課
往
復
綴
」
が
資
料
的
　
三

－
に
最
も
価
値
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
．
と
い
う
の
は
本
綴
の
後
　
二

半
部
は
同
年
七
丹
書
籍
館
の
文
部
省
へ
の
返
付
の
た
め
の
諸
準
備
、
「
一

三
調
査
等
東
京
府
下
籍
館
実
質
三
箇
年
間
の
運
営
実
態
を
総
括
す
る

文
書
類
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
．
ナ
な
わ
ち
「
本

館
官
僚
事
務
章
程
及
月
給
表
」
に
は
幹
事
岡
千
傍
以
下
全
員
の
履
歴

書
が
付
さ
れ
、
「
府
税
・
地
方
税
ヲ
以
テ
書
籍
購
求
一
覧
」
に
は
府
書

籍
館
全
期
間
を
通
じ
て
の
購
入
書
の
全
書
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。
就

中
後
者
は
東
京
府
書
籍
館
の
運
営
方
針
に
回
る
も
の
で
㌦
購
入
書
の

噛
大
半
が
漢
籍
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
名
代
の
漢
学
者
三
千
旧
館
　
・

の
要
職
に
薫
り
し
故
と
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
参
賑
③
）

　
他
に
明
治
一
三
年
三
月
∵
五
日
館
内
縦
覧
日
に
お
け
る
招
待
違
名
「

簿
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
府
書
籍
館
を
と
り
ま
く
人
脈
を
知
」

・
る
好
材
料
と
な
つ
で
い
る
。



三
、
東
京
図
書
館
（
湯
島
期
）
文
書

　
明
治
一
三
年
七
月
か
ら
明
治
一
八
年
九
月
上
野
へ
移
る
ま
で
の
期

間
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
・
文
書
を
記
号
別
に
み
れ
ば
各
年
毎

に
次
の
通
り
の
仕
分
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三冠酉未午三期卯丑子
　
他
に
通
年
の
辞
令
簿
が
あ
る
。

な
い
。

＝
た
状
態
で
の
残
存
で
あ
る
。

る
「
子
」

の
八
月
轡
旦
上
野
公
園
東
四
軒
寺
跡
へ
新
建
の
事
と
な
っ
て
二
万
五

千
円
の
予
算
配
分
も
う
け
た
東
京
図
書
館
が
、
一
転
し
て
翌
年
六
月

東
京
教
育
博
物
館
と
合
併
と
な
っ
た
経
緯
を
明
か
す
資
料
も
あ
る
い

は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
之
思
わ
れ
、
湯
島
か
ら
上
野
へ
の
前
史
上
転
機

本
省
御
達
及
湯
潅
指
令
等
綴

庶
務
局
往
復
綴

会
計
局
往
復
綴

地
方
学
務
局
住
輯
局
報
告
局
往
復
綴

文
部
省
直
轄
中
往
復
三

三
省
三
三
府
県
往
復
綴

内
務
省
図
書
三
三
復
旧

図
書
贈
進
願
書
綴

田
中
諸
用
綴
（
庶
務
）

館
中
諸
用
事
（
会
計
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
回
申
は
三
年
を
通
じ
て
見
当
ら

あ
る
年
に
鳳
卯
が
な
く
あ
る
年
に
は
巳
が
な
い
等
歯
の
抜
け
．

　
　
　
　
　
　
　
　
就
中
明
治
一
七
年
分
は
基
本
文
書
で
あ

　
を
始
め
と
す
る
す
べ
て
の
文
書
が
亡
、
失
で
あ
り
、
こ
の
年
－

を
な
す
期
間
の
も
の
だ
け
に
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

　
こ
の
期
間
の
主
要
案
件
と
し
て
は
「
独
乙
ハ
ル
レ
大
学
及
び
東
京

大
学
と
の
図
書
交
換
」
（
明
一
四
・
参
照
①
）
「
洋
書
の
大
量
紛
失
」
（
明

一
五
）
「
榊
原
文
庫
の
寄
贈
」
（
明
一
六
・
参
照
⑤
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

四
嘱
東
京
図
書
館
（
東
京
教
育
博
物
館
合
併
期
）
文
書

　
上
野
へ
の
移
転
を
機
と
し
文
書
の
編
成
ば
次
の
如
く
変
っ
た
。
こ

の
分
類
は
明
治
二
二
年
の
官
制
独
立
三
明
治
三
〇
年
の
帝
国
図
書
館

官
制
公
布
を
通
じ
で
も
変
更
な
く
、
招
和
二
四
年
国
立
国
会
図
書
館
’

統
合
へ
及
ん
で
い
る
。

　
本
省
達
、

　
上
申
三
冠

　
内
訓
井
内
牒

　
諸
向
往
復
簿
．

　
ド
職
聲
貝
進
退
二
関
ス
ル
垂
臼
類
其
ノ
他
機
｛
密
二
閾
四
ス
ル
頓
田
類

　
会
計
二
関
ス
ル
書
類

　
東
京
教
育
博
物
館
と
0
合
併
に
よ
り
東
京
図
書
館
は
博
物
館
書
籍

室
を
吸
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
「
明
治
十
・
十
一
年
図
書
年
報
」

．
「
購
求
図
書
目
録
・
図
書
掛
」
等
統
合
前
の
博
物
館
書
籍
掛
の
書
類

を
若
干
今
に
引
継
い
で
い
る
。
こ
の
統
合
は
博
物
館
書
籍
室
の
先
例

踏
襲
か
ら
閲
覧
料
徴
収
を
結
果
し
（
参
照
④
）
、
さ
ら
に
は
こ
の
た
め

‘
生
じ
た
大
量
の
重
複
洋
書
の
各
高
等
中
学
校
へ
の
譲
渡
の
事
と
な
っ

た
。
（
参
照
⑤
）
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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こ
れ
ら
の
経
緯
は
い
ず
れ
も
こ
の
期
間
の
文
書
に
詳
記
さ
れ
て
お

り
、
「
文
書
綴
の
表
題
の
多
く
は
h
学
館
」
乃
至
「
東
東
柵
下
醐
天
蓋
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

，
」
明
治
一
九
年
三
三
直
轄
機
関
か
ら
総
務
局
所
属
へ
ど
格
下
げ
に
な

っ
た
東
京
図
書
館
は
、
文
部
省
年
報
か
ら
も
独
偵
の
項
目
を
失
な
う

事
と
な
つ
允
。
㌧
」
の
た
め
こ
の
期
間
の
当
館
保
管
文
書
は
、
当
時
の

実
態
を
語
る
唯
一
の
公
約
資
料
乏
な
っ
て
．
い
る
。
官
制
面
か
ら
は
最

も
不
遇
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
、
句
論
一
一
年
か
ら
教
育
博
物
館
に
あ

’
つ
た
西
村
竹
間
の
「
図
書
館
図
入
σ
」
の
契
機
、
田
中
稲
城
の
「
図
。

書
館
二
関
ス
ル
学
術
修
業
ノ
タ
因
ノ
英
米
留
学
」
等
次
期
帝
国
図
書

館
へ
め
萌
芽
の
多
く
を
見
出
し
う
る
の
も
こ
の
期
間
の
文
書
に
お
い

て
で
あ
る
。

五
、
東
京
図
書
館
（
官
制
独
立
期
）
文
書

　
前
述
の
如
く
文
書
面
で
は
官
制
の
独
立
に
よ
る
格
段
の
変
化
は
な

か
っ
た
が
、
概
ね
こ
の
時
期
を
起
点
と
し
て
四
つ
の
部
内
文
書
綴
が

生
れ
た
。
す
な
わ
ち

〔
O
「
明
治
二
十
二
年
目
リ
館
内
諸
規
程
職
員
分
課
等
」
（
明
治
ニ
ニ
．

　
　
年
一
月
貴
重
書
藪
別
標
準
に
始
ま
り
国
立
国
会
図
書
館
統
合
に

　
　
至
る
間
の
諸
規
程
、
事
務
分
掌
類
を
一
括
）

　
⇔
「
明
治
二
十
二
年
耳
リ
閲
覧
室
掲
示
其
他
閲
覧
室
二
関
ス
ル
事

　
　
項
」
（
参
照
④
）

，
幽
⇔
「
明
治
二
十
二
年
ヨ
サ
館
内
伺
（
庶
務
掛
）
」
．

　
⑳
「
明
治
二
十
一
年
一
月
ヨ
リ
館
内
伺
（
図
書
掛
）
」

　－

ｱ
の
う
ち
画
は
開
門
図
書
の
亡
失
殿
損
に
対
す
る
始
末
書
、
吊
処
分

　
（
旧
館
停
止
、
弁
償
、
職
員
進
退
）
三
等
が
主
で
あ
る
が
、
こ
の
中

、
に
は
美
濃
部
達
吉
（
明
二
一
）
若
宮
卯
之
助
（
明
二
四
）
神
川
彦
松

　
（
大
四
）
大
川
周
明
（
大
，
一
三
）
等
著
名
人
の
い
く
た
り
か
が
そ
の

名
を
留
め
で
い
る
。

　
こ
の
期
間
の
伺
文
書
及
び
諸
向
往
復
簿
の
主
役
を
白
め
る
も
の
は

「
大
日
本
教
育
会
へ
．
の
通
俗
書
の
貸
出
」
で
あ
る
が
、
、
塩
田
文
庫
（
阻

二
六
）
宗
家
記
録
（
明
二
七
）
等
の
受
入
証
録
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
明
治
二
二
年
三
月
一
二
口
付
手
島
精
一
か
ら
末
岡
精
一
へ
，

．、

ﾌ
「
館
長
更
迭
二
付
引
渡
引
継
書
類
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

対
象
と
し
て
次
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
穴
蔵
書
　
図
書
掛
保
管

　
　
」
、
諸
記
録
　
庶
務
掛
保
管
．

　
　
一
、
書
籍
館
二
選
テ
ノ
意
見
書

　
　
一
、
普
通
書
籍
館
二
就
テ
ノ
意
見
書

　
　
一
、
図
書
館
職
員
人
名
録
　
　
　
　
　
　
　
．
、

六
、
帝
国
図
書
館
文
書

　
こ
の
時
代
に
な
る
と
文
書
簿
冊
数
も
百
冊
を
超
え
、
一
冊
当
り
の
－
，

収
録
件
数
も
従
前
の
五
、
六
倍
と
い
う
大
資
芸
評
と
な
っ
て
い
み
。

し
か
七
そ
の
割
に
は
定
例
的
な
も
の
が
多
く
、
雑
件
が
取
捨
選
択
な

く
合
綴
さ
れ
て
い
る
の
で
、
却
っ
て
所
望
案
件
文
書
を
と
り
出
す
の
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‘
が
難
か
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
各
暦
年
毎
に
編
成
さ
れ
た
女
向

往
復
簿
か
ら
主
要
な
も
の
を
抽
出
す
れ
ば
「
内
閣
記
録
課
所
蔵
小
説

類
の
移
管
（
参
照
⑤
）
」
　
（
明
三
七
、
八
）
「
旧
幕
府
書
類
の
永
遠
委

託
」
（
明
三
八
）
「
大
阪
朝
日
新
聞
創
刊
壱
万
号
記
念
図
書
の
寄
贈
（
参

照
⑤
）
」
（
明
四
三
）
，
等
の
経
緯
を
示
す
資
料
が
あ
り
、
前
記
の
館
内

伺
（
庶
務
掛
）
中
に
も
「
円
光
寺
本
の
買
入
（
参
照
⑤
）
」
（
明
三
九
）

「
田
中
稲
城
記
念
図
書
の
寄
贈
」
（
大
一
四
）
等
の
記
録
が
み
ら
れ
る
。
、

　
ま
た
こ
の
期
間
め
業
務
日
誌
と
し
て
は
「
明
治
天
皇
崩
御
」
三
三
．

納
手
事
故
死
（
参
照
④
）
」
「
関
東
大
震
災
（
参
照
④
）
」
「
都
下
空
襲

　
（
参
照
④
）
」
等
当
時
の
状
況
を
克
明
に
し
る
し
て
い
る
「
宿
直
日

誌
」
（
明
四
三
～
）
を
始
め
「
庶
務
掛
日
誌
」
（
昭
二
乙
）
「
巡
視
日

誌
」
（
昭
三
～
）
が
あ
り
、
他
に
明
治
三
二
年
分
一
冊
の
み
で
は
あ
る

が
、
　
「
擬
闘
湿
潤
記
」
、
（
部
長
太
田
為
三
郎
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

関
東
大
震
災
に
関
し
て
砥
「
避
難
者
姓
名
簿
」
「
御
礼
状
（
避
難
者
三

四
世
帯
一
五
二
名
連
署
）
」
「
震
災
焼
失
書
籍
目
録
」
　
「
震
災
復
旧
二

関
ス
ル
書
類
」
が
別
冊
保
存
さ
れ
て
い
る
。
・

　
さ
ち
に
は
主
題
別
に
↓
括
抽
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て

　
冑
山
文
庫
関
係
書
類
（
昭
六
～
」
六
）

　
疎
開
図
書
関
係
書
類
（
昭
一
．
八
～
二
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
返
還
図
書
関
係
書
類
（
昭
二
一
～
二
二
）

　
連
合
軍
関
係
書
類
（
昭
二
〇
～
二
二
）

　
　
　
　
契
　
　
　
　
　
　
榮
．
　
　
　
　
　
幹

　
開
館
式
書
類
（
明
三
九
）

　
五
十
年
記
念
式
書
類
（
大
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
一

　
増
築
落
成
式
祝
辞
輯
（
昭
五
）

　
閉
庁
式
開
庁
式
書
類
（
昭
二
四
）

等
が
あ
る
。
他
に
「
出
版
物
取
締
二
関
ス
ル
書
類
」
い
わ
ゆ
る
発
禁

図
書
関
係
綴
二
二
点
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
分
は
既
に
蔵
書
の
移
転
に

・
伴
い
本
館
引
渡
し
と
な
っ
た
。

七
、
そ
の
他

　
国
有
財
産
関
係
書
類
と
し
て
は
「
東
京
図
書
館
土
地
建
物
図
」
「
東

京
図
書
館
土
地
建
物
履
歴
表
」
を
始
め
、
数
多
く
の
も
の
．
が
残
さ
れ

て
い
る
が
い
ず
れ
も
上
野
移
転
後
の
も
0
で
あ
り
、
湯
島
時
代
の
も

の
と
し
て
は
僅
か
に
村
岡
範
為
馳
実
測
の
「
東
京
書
籍
館
需
用
地
実

測
図
七
百
五
十
分
の
一
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
湯
島
分
鳳
移
転
に

際
し
す
べ
て
文
部
省
会
計
局
に
引
渡
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
独
立
別
冊
の
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
明
治
一
八
年
～
昭
和
一
七
年

の
各
年
報
草
案
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
末
翻
刻
「
帝
国
図
書
館
年
報
」

に
お
い
て
、
既
に
全
文
紹
介
済
み
で
あ
る
。

．
参
照

　
①
東
京
書
籍
館
に
お
け
る
旧
藩
蔵
書
の
収
集
（
図
書
館
研
究
シ
リ

　
　
’
ー
ズ
一
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
②
東
京
書
籍
館
の
人
々
（
図
書
館
学
会
年
報
二
〇
巻
一
号
）

　
③
予
算
面
よ
り
み
た
東
京
府
書
籍
館
（
図
書
館
学
会
年
報
一
九
巻

　
　
一
号
）

一五一
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④
志
野
図
書
館
掲
示
板
今
昔
記
（
国
立
国
会
図
書
館
月
報
＝
二
六

　
～
一
四
一
、
号
）

⑤
上
野
図
書
館
こ
ぼ
れ
話
（
日
本
古
書
通
信
四
〇
巻
四
～
六
号
）

第
二
章
　
「
傍
」
の
国
掌
を
争
っ
た
法
律
書
庫

東
京
書
籍
三
明
三
九
年
報

　
〇
五
月
三
十
一
日
文
部
省
ヨ
リ
東
京
開
成
学
校
地
内
二
法
律
書
覧

　
　
弓
場
ヲ
即
詰
ス
ヘ
キ
ノ
令
ア
リ

　
○
八
月
四
日
本
、
舘
叩
法
律
圭
昆
覧
閲
場
ノ
称
ヲ
改
メ
テ
東
山
尽
童
目
籍
館
法
’

　
　
律
書
庫
ト
ス

　
〇
九
月
二
十
二
日
東
京
開
成
学
校
地
内
二
法
律
書
庫
ヲ
設
ケ
本
館

　
　
所
蔵
ノ
和
漢
洋
法
律
書
及
ヒ
該
学
校
ヨ
リ
寄
托
ス
ル
所
ノ
法
律

　
　
書
ヲ
排
列
シ
内
外
人
民
ノ
縦
覧
子
供
ス

　
東
京
書
籍
館
法
律
書
庫
の
設
置
は
、
明
治
九
年
五
月
九
日
の
東
京

開
成
学
校
長
補
浜
尾
新
の
懇
請
に
端
を
発
し
、
五
月
三
一
日
本
省
が

そ
の
議
を
採
択
す
る
に
決
し
た
事
に
よ
り
実
現
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
浜
尾
上
申
書
に
つ
い
て
は
、
上
野
図
書
館
八
十
年
略
史
に
全
文

収
録
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
そ
の
要
旨
を
挙
げ
れ
ば
、

①
「
客
年
本
省
東
京
書
籍
館
ヲ
設
立
シ
ー
…
二
盛
挙
」
と
い
う
べ
き

　
も
、
該
館
は
「
本
校
二
距
ル
遠
キ
ヲ
以
テ
教
員
生
徒
」
は
実
襟
上

　
利
用
し
え
ぬ
。

②
し
か
る
に
「
本
校
二
法
学
ノ
タ
ヌ
ニ
回
書
館
ハ
理
化
学
ノ
実
験
場

、
ノ
如
ク
」
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
，

③
「
本
校
該
三
共
二
一
省
ノ
下
二
三
リ
而
テ
一
様
ノ
書
ヲ
両
処
二
於

．
テ
購
入
ス
ル
ハ
不
経
済
」
の
極
み
で
あ
る
。

④
故
に
、
本
校
校
内
に
校
館
両
者
の
法
書
、
回
書
を
合
せ
、
回
書
館

　
を
設
け
、
本
校
教
員
生
徒
の
参
閲
に
供
し
た
い
。

⑤
か
く
す
る
ζ
と
は
人
民
に
と
っ
て
も
「
農
書
ノ
種
類
更
二
増
加
ス
・

　
ル
ヲ
以
テ
」
一
層
の
便
宜
と
な
る
筈
で
あ
る
。

⑥
該
館
の
所
管
は
「
本
校
二
附
ス
ル
モ
、
・
東
京
書
籍
館
ノ
砂
払
律
書

　
館
ト
ナ
シ
猶
四
三
二
属
ス
ル
モ
敢
テ
．
此
レ
彼
レ
ヲ
．
論
ス
ル
所
ニ
ア

、
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
竜
の
で
あ
っ
た
。

　
本
省
か
ら
開
設
の
指
示
を
受
け
た
東
京
書
籍
館
永
井
久
一
郎
館
長

補
は
、
六
月
一
三
日
「
東
京
書
籍
館
法
律
書
庫
規
則
」
案
（
上
野
図

書
館
八
十
年
略
史
に
全
文
収
録
）
を
作
成
、
伺
出
た
。
こ
れ
に
対
し

本
省
は
、
単
独
め
規
則
と
せ
ず
、
．
「
本
館
規
則
ヲ
増
補
シ
別
冊
ノ
通

り
可
致
訂
正
事
」
と
、
八
月
四
日
指
示
し
て
来
た
。

（
別
冊
）

第
，
一
章

本
館
設
立
ノ
主
旨
ハ
所
有
ノ
書
籍
ヲ
内
外
人
ノ
求
覧
二
供
ス
ベ
キ

、
ヲ
以
テ
此
規
則
二
照
準
ス
，
ル
ト
キ
ハ
何
人
ご
テ
モ
登
館
シ
適
意
ノ

　　一一H一一　六一



圭
臼
籍
ヲ
雪
目
閲
ス
ル
ヲ
得
業
シ
ム
，

　
但
シ
法
律
書
庫
ハ
傍
ラ
東
京
開
成
学
校
法
学
生
徒
口
特
殊
ノ
便

　
益
ヲ
得
セ
シ
ム
ベ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
該
学
校
地
内
二
支
藩
ス
、

尤
右
ノ
義
二
付
テ
ハ
三
二
御
打
合
可
申
候
条
此
段
申
進
置
候
也
、

　
九
年
九
月
十
九
日
　
　
・
　
．
・
．
．
　
東
京
開
成
学
校

　
　
東
京
書
籍
館
支
設
法
律
書
庫
御
中

　
但
書
が
増
補
改
訂
の
分
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
法
律
書
庫
は
、
九
月
二
二
日
東
京
開
成
学
校
旧
教
影
干

第
四
号
に
開
館
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
法
律
書
庫
は
開
館

以
前
か
ら
既
に
問
題
を
は
ら
ん
だ
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
開
館
に
先
立
つ
九
月
一
九
日
、
東
京
開
成
学
校
は
法
律
書
庫
の
規

則
書
を
要
求
、
規
則
書
の
送
致
を
う
け
る
や
直
ち
に
、
こ
れ
に
ク
レ

ー
ム
を
つ
け
、
暫
時
発
行
を
見
合
せ
る
よ
う
、
法
律
書
庫
に
対
し
て

要
請
し
て
来
た
。
圏

　
法
律
書
庫
ノ
規
則
御
編
成
相
成
候
ハ
ハ
参
閲
致
シ
度
肝
条
該
書
御

　
送
致
有
之
度
此
段
御
照
会
候
也
　
　
　
　
　
’

　
　
九
年
九
月
十
九
日
　
　
　
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
開
成
学
校

　
　
　
、
法
律
書
庫
御
中
　
　
　
’

不
日
法
律
書
庫
開
場
二
言
テ
ハ
当
校
法
学
教
授
及
生
徒
ノ
展
覧
二

干
渉
ス
ル
義
ハ
笹
身
御
協
議
寒
心
成
義
ト
存
居
候
処
過
時
御
送
致

ノ
東
京
書
籍
館
規
則
中
二
掲
載
有
之
但
書
当
校
二
三
ル
条
款
中
篇

不
都
合
ノ
廉
有
之
二
付
右
御
発
行
ノ
義
ハ
暫
時
御
見
野
相
成
度
候

フ

　
こ
れ
を
受
け
た
法
律
書
庫
は
、
独
自
に
は
回
答
し
か
ね
る
問
題
と

し
て
本
館
の
指
示
を
請
う
た
。
　
　
　
　
　
㌦

　
よ
っ
て
、
本
館
永
井
館
長
補
鳳
、
次
の
如
く
指
示
を
な
し
、
、
法
律

書
庫
は
予
定
通
り
の
開
館
と
は
な
っ
た
。

　
宅
の
往
復
を
み
れ
ぽ
、
’
こ
の
時
迄
東
京
開
成
学
校
は
、
八
月
四
口

文
部
省
の
指
示
に
基
き
増
補
改
正
さ
れ
た
東
京
書
籍
館
規
則
を
知
ら

な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

東
京
開
成
学
校
ヨ
リ
本
館
規
則
ノ
儀
二
付
照
会
有
之
候
云
々
御
申

出
有
之
笠
付
テ
ハ
同
校
ト
更
二
協
議
ノ
上
規
則
改
正
可
致
這
這
共

三
三
ハ
従
越
則
ノ
三
三
剛
別
・
二
三
リ
田
閃
⊥
π
一

指
三
冠
也

、
九
年
九
月
十
一
日
　
　
　
・

　
嘲
法
律
書
庫
御
中

、
一
日
ヨ
リ
開
場
可
相
成
此
段
及
御

、
、
　
　
　
東
京
書
籍
館

　
東
京
開
成
学
校
が
一
読
直
ち
に
「
不
都
合
ノ
廉
」
と
感
じ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

は
（
第
二
章
設
立
の
主
旨
中
の
「
但
シ
法
律
書
庫
ハ
傍
ラ
東
京
闘
成

学
校
法
学
生
徒
二
…
」
の
「
傍
」
の
一
字
に
あ
り
た
。
同
校
側
に
と

っ
て
み
れ
ぽ
、
先
の
五
月
九
日
の
浜
尾
上
申
書
に
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東
京
書
籍
館
守
備
ノ
法
書
ハ
分
チ
テ
本
館
二
等
星
本
校
貯
蔵
ノ
双

書
ヲ
合
セ
而
テ
構
内
教
授
館
ノ
，
一
眼
ヲ
以
テ
仮
ツ
ニ
律
書
館
ト
ナ

シ
主
ト
ジ
テ
本
校
教
員
生
徒
ノ
参
堂
二
青
柚
ハ
則
チ
授
受
ノ
二
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

二
便
宜
ヲ
得
又
傍
ラ
人
民
ノ
展
観
二
供
セ
ハ
嘗
テ
落
書
ノ
東
京
書

籍
…
館
二
在
ル
ト
其
便
宜
毫
モ
異
ナ
ル
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
便
宜
一
層

多
カ
ル
ベ
シ

と
記
し
た
ご
と
く
、

つ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
傍
」
は
「
人
民
」
の
側
に
つ
く
べ
き
筈
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
東
京
開
成
学
校
よ
り
の
異
議
を
受
け
た
館
長
補
永
井
久
一
郎
は
、

数
回
の
協
議
を
行
な
っ
た
が
、
論
議
決
定
せ
ず
、
同
校
側
よ
り
本
省

に
伺
回
し
て
後
に
更
に
協
議
と
の
申
越
を
受
け
、
将
来
協
力
の
見
込

な
し
と
し
、
一
一
月
一
七
日
法
律
書
庫
の
廃
止
を
本
省
に
上
申
し
た
。

当
館
規
則
法
律
書
庫
ノ
義
二
渉
り
東
京
開
成
学
校
長
ヨ
リ
別
紙
往

復
書
類
写
ノ
通
数
回
協
議
二
及
ヒ
第
一
章
但
書
中
風
字
ノ
奈
義
ヨ

リ
論
弁
該
書
庫
支
設
ノ
旨
趣
二
至
リ
該
学
校
ノ
所
見
当
館
ト
異
ナ

．
ル
ヲ
以
テ
論
議
決
定
不
致
三
二
付
該
学
校
長
ヨ
リ
溝
鼠
豊
玉
ノ
旨

趣
ヲ
本
省
二
三
問
シ
テ
三
更
二
協
議
致
諭
旨
申
越
候
得
共
該
庫
ハ

固
ヨ
リ
当
館
ノ
一
部
ニ
シ
テ
内
外
人
民
一
般
ノ
公
益
ヲ
主
ト
シ
傍

ラ
該
学
校
法
学
生
徒
二
特
殊
ノ
便
益
ヲ
得
セ
シ
ム
ヘ
キ
為
メ
買
支

設
セ
シ
バ
明
瞭
．
ナ
リ
既
二
本
省
二
於
．
テ
当
館
ノ
規
則
ヲ
増
補
訂
正

シ
テ
第
一
章
但
書
’
二
，
明
文
ヲ
附
セ
リ
故
二
其
旨
趣
ハ
更
二
塁
問
ヲ

贅
セ
サ
ル
儀
ト
存
候
然
ル
ニ
該
学
校
二
於
テ
頻
二
論
弁
ヲ
生
ス
ル

㌦
者
ハ
蓋
シ
該
学
校
ノ
所
見
ハ
本
省
井
二
当
館
ノ
所
見
ト
異
ナ
ル
所

以
ト
推
察
致
候
若
一
該
学
校
ノ
意
見
二
任
セ
法
律
書
庫
ヲ
以
該
学

校
法
学
生
徒
二
三
ラ
特
殊
ノ
便
益
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
者
ト
セ
バ
到
底

後
来
協
力
成
績
ノ
見
込
無
之
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
名
実
相
反
シ
事
務
抵
悟

ノ
弊
害
ヲ
生
ス
ル
ニ
立
至
リ
回
申
三
二
付
言
三
三
設
ノ
義
目
三
二

・
被
廃
止
度
此
段
至
急
仰
裁
決
候
也

．
明
治
九
年
十
一
月
十
七
旧
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
書
籍
館
長
補

　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
久
一
．
郎

　
　
文
部
大
輔
代
理

　
　
　
文
部
大
丞
九
鬼
隆
一
殿
　
　
　
　
　
　
F
・
　
　
　
’
帳

　
こ
れ
を
知
っ
た
東
京
開
成
学
校
長
補
浜
尾
新
も
、
　
「
右
回
三
二
回

議
ノ
協
ハ
ザ
ル
所
ア
ル
モ
容
易
二
其
廃
止
ノ
儀
ヲ
開
申
ス
ル
ハ
穏
当

ナ
ラ
ザ
ル
義
ト
存
浮
間
」
と
し
て
、
同
校
の
主
張
を
述
べ
「
廃
止
ノ

義
ハ
勿
論
不
同
意
」
と
し
て
、
東
京
書
籍
館
へ
示
諭
さ
れ
度
旨
、
本

・
省
に
上
申
書
を
提
出
し
た
。

　
要
す
る
に
、
「
傍
Z
字
退
去
」
で
あ
る
。
、

本
校
構
内
二
支
設
相
成
候
法
律
書
庫
ノ
儀
ハ
該
庫
ノ
支
設
ヲ
申
請

セ
シ
書
中
二
縷
述
セ
ル
如
キ
事
実
ヲ
以
本
省
ノ
指
令
二
依
リ
東
京
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書
籍
館
ト
協
議
ノ
上
設
置
相
雷
干
処
過
般
来
該
三
三
設
ノ
巨
忌
引

　
一
般
人
民
率
其
中
ノ
本
校
法
学
生
徒
ト
何
レ
ノ
便
益
ヲ
主
ト
ス
ル

ヤ
ノ
議
二
三
旧
館
ノ
意
見
ト
本
校
ノ
所
思
ド
自
ツ
カ
ラ
相
協
ハ
ザ

ル
所
有
之
依
テ
数
回
其
事
ヲ
往
復
濡
濡
末
不
図
モ
該
館
ヨ
リ
該
庫

廃
止
ノ
議
照
会
有
之
墨
付
右
国
遠
、
二
軍
協
議
／
協
ハ
ザ
ル
所
ア
ル

モ
容
易
二
其
廃
止
ノ
儀
ヲ
開
声
ス
ル
、
ハ
穏
当
ナ
ラ
ザ
ル
義
ト
存
候

間
一
先
該
庫
支
設
ノ
旨
趣
本
省
へ
伺
問
相
成
手
方
響
然
段
回
答
イ

タ
シ
置
旧
三
共
伽
ホ
回
議
開
陳
可
三
三
該
館
ヨ
リ
被
申
越
候
抑
該
’

庫
ヲ
本
校
地
内
二
支
設
ス
ル
ノ
旨
趣
ハ
圃
ヨ
リ
一
般
人
民
中
二
於

テ
最
モ
本
校
法
学
生
徒
ノ
便
益
ヲ
謀
ル
カ
為
ナ
リ
ト
確
信
致
居
候

然
ル
ニ
函
館
二
於
テ
ハ
本
館
ト
均
シ
ク
一
般
人
民
ノ
便
益
ヲ
主
ト
・

ス
ル
ヨ
リ
往
々
意
見
ノ
相
協
ハ
ザ
ル
所
ア
ル
ニ
至
リ
申
三
三
シ
三

蔵
支
設
ノ
旨
趣
一
般
人
民
ノ
便
宜
ヲ
主
ト
シ
其
中
ノ
本
校
法
学
生

徒
ノ
便
益
ラ
似
テ
セ
ハ
爾
後
怯
科
専
用
ノ
書
籍
購
備
方
等
其
他
諸

般
ノ
事
飼
付
而
モ
隻
方
ノ
意
向
自
ツ
カ
ラ
相
分
レ
不
都
合
ノ
義
可
㌦

有
之
存
慮
傍
而
ハ
諭
旨
ヨ
リ
該
庫
廃
止
ノ
儀
開
申
相
成
候
共
本
校

　
二
於
テ
，
ハ
七
三
設
ノ
三
二
付
テ
最
初
上
陳
候
通
館
校
共
力
遂
ケ
完

．
整
ノ
群
書
館
ト
為
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ヲ
以
テ
廃
止
ノ
儀
ハ
勿
論
不
同

意
箔
付
該
庫
支
設
ノ
旨
趣
尚
高
量
ヲ
尽
サ
レ
果
シ
テ
一
般
人
民
中
・

、
最
モ
本
校
法
学
生
徒
ノ
便
益
ヲ
謀
ル
ニ
ア
セ
ハ
冷
血
該
館
二
達
セ

ラ
レ
二
三
規
則
中
第
一
条
項
書
中
傍
ノ
字
欄
去
致
サ
レ
従
前
ノ
通

雲
庫
支
設
相
成
度
此
段
為
念
上
申
致
置
候
也

　
明
治
九
年
十
一
月
廿
．
旧

，
文
部
大
蔵
九
鬼
隆
一
殿

東
京
開
成
学
校
長
補
浜
尾
新

　
二
つ
の
上
申
書
を
受
け
た
本
省
は
、
一
二
月
七
日
左
の
通
り
裁
定

し
、
学
務
課
長
よ
り
「
但
書
尊
慮
ノ
画
所
去
相
百
重
ト
モ
該
庫
支
設

ノ
旨
趣
二
番
テ
不
都
合
ヲ
男
浪
程
ノ
面
心
有
之
間
轟
轟
二
愚
考
候
」

と
の
見
解
と
共
に
、
－
東
京
書
籍
館
に
達
せ
ら
れ
た
つ

（
朱
書
）
　
　
　
　
　
　
　
、

伺
之
題
号
庫
廃
止
ノ
儀
ハ
難
聞
届
魚
条
尚
東
京
開
成
学
校
へ
商
議

致
シ
協
力
保
存
可
画
譜
事

　
明
治
九
年
十
二
月
七
日
，

丈
部
大
輔
代
理
印

．
こ
れ
に
対
し
、
館
長
補
永
井
久
一
郎
は
、
今
の
状
態
で
今
後
協
議

し
た
と
て
無
益
の
論
争
を
繰
り
返
す
丈
で
あ
る
。
先
ず
本
省
よ
り
法

・
律
書
庫
は
一
般
人
民
の
共
用
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
東

京
開
成
学
校
に
諭
達
し
て
ほ
し
い
と
、
次
め
如
く
回
答
戚
々
照
会
を

発
し
た
。
い
わ
ば
抵
抗
で
あ
る
。

　
こ
の
時
彼
永
井
は
（
　
「
傍
字
界
磁
」
は
、
単
に
然
程
の
不
都
合
ど

こ
ろ
か
、
東
京
書
籍
館
存
立
の
理
念
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
と

洞
察
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
木
月
七
日
附
ヲ
以
テ
当
館
支
軸
法
律
書
庫
ノ
件
二
渉
リ
別
紙
朱
書

　
ノ
通
り
櫛
指
令
二
相
成
四
二
付
テ
ハ
当
館
規
則
第
一
章
中
備
字
源

一九一
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去
相
成
候
ト
モ
不
都
合
ヲ
来
シ
候
程
ノ
儀
ハ
有
之
間
敷
哉
猶
再
按

協
議
可
致
云
々
東
京
開
成
学
校
長
上
申
書
写
相
添
御
示
諭
ノ
趣
正

二
承
了
致
候
固
ヨ
狭
当
館
二
於
テ
該
庫
ノ
廃
止
ヲ
企
画
候
儀
二
無
髄

之
事
実
不
得
止
ヨ
リ
其
廃
止
ヲ
請
求
候
儀
二
付
尚
再
按
商
議
致
度

存
候
得
共
当
館
二
於
テ
ハ
該
庫
所
有
ノ
書
籍
ヲ
一
般
人
民
ノ
求
覧

二
供
シ
且
ツ
傍
ラ
東
京
開
成
学
校
法
学
生
徒
二
特
殊
ノ
便
益
ヲ
得

セ
ジ
ム
ヘ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
該
学
校
地
内
二
支
設
シ
該
学
校
二
於
テ

ハ
其
所
有
ノ
法
書
ヲ
該
庫
二
交
托
シ
同
力
協
心
シ
テ
百
般
ノ
法
書

ヲ
蒐
集
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ
其
主
ト
ス
ル
旨
趣
バ
一
般
人
民
ノ
共
用
二

供
ス
ヘ
キ
全
備
ノ
法
書
館
ヲ
成
立
シ
校
館
隻
方
ノ
便
宜
ヲ
計
ル
ニ

在
ル
ト
確
信
致
居
候
処
豊
図
ラ
ン
ヤ
該
学
校
上
申
書
中
二
縷
述
セ

ル
如
ク
該
庫
ヲ
以
テ
該
学
校
一
己
ノ
専
用
ト
為
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ

似
タ
レ
ハ
当
館
支
設
ノ
名
義
二
関
シ
将
来
不
都
合
ヲ
生
セ
ン
事
ヲ

恐
レ
今
後
ノ
商
議
モ
亦
必
ス
無
益
ノ
論
弁
ヲ
生
シ
協
力
不
相
叶
ト

存
候
二
付
テ
ハ
該
庫
ハ
固
ヨ
リ
一
般
人
民
ノ
共
用
ヲ
主
ト
ス
ル
ノ

旨
趣
ヲ
本
省
ヨ
リ
速
二
該
学
校
．
へ
御
諭
達
相
成
度
然
ル
上
ハ
再
按

商
議
協
力
シ
テ
勉
メ
テ
該
庫
ノ
全
備
隆
昌
ヲ
謀
ル
ヘ
ク
ト
存
候
条

可
然
御
取
計
有
之
度
此
段
御
回
答
傍
及
御
照
会
候
也

　
十
二
月
十
プ
日
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
書
籍
館
長
補

　
　
文
部
省
学
務
課
長
御
中

年
明
け
て
の
明
治
一
〇
年
一
月
二
六
日
、

の
如
く
回
答
［
し
て
来
た
。

本
省
学
務
課
長
は
、
次

　
両
者
い
ず
れ
を
主
と
す
る
も
の
で
な
い
故
、
東
京
開
成
学
校
へ
諭

、
達
は
必
要
な
い
、
文
句
を
い
わ
ず
指
示
に
従
え
と
い
う
趣
旨
で
あ

り
、
形
勢
は
永
井
館
長
補
に
と
っ
て
非
で
あ
っ
た
。

御
回
答
労
御
照
会
ノ
趣
承
了
然
ル
ニ
該
校
上
申
書
ヲ
熟
読
候
二
必

シ
モ
該
庫
ヲ
以
テ
一
己
ノ
専
用
ト
為
サ
シ
ト
欲
ス
ル
旨
趣
ハ
不
相
，

見
且
該
庫
ハ
一
ハ
一
般
人
民
ノ
為
一
ハ
東
京
開
成
学
校
法
学
校
生

徒
ノ
為
二
設
立
相
成
候
モ
ノ
ニ
テ
必
シ
モ
一
般
人
民
共
用
ノ
ミ
ヲ

主
ト
ス
ル
旨
趣
二
、
ハ
有
之
間
敷
存
候
二
付
別
段
該
学
校
へ
諭
達
相

成
候
と
ハ
及
間
敷
存
候
問
過
般
申
進
候
通
リ
夫
々
該
学
校
べ
協
議

相
成
度
候
此
段
及
回
答
候
也

　
事
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
既
に
せ
ん
な
き
か
、
永
井
館
長
補
は
「
傍
」

字
の
澗
去
を
決
し
、
－
第
一
章
但
書
を
次
の
通
り
改
正
す
る
こ
と
と

し
、
一
月
三
一
日
東
京
開
成
学
校
側
の
了
承
の
回
答
を
え
て
、
二
月

二
日
文
部
本
省
に
規
則
改
正
を
伺
出
た
。

　
（
従
前
）
　
　
　
　
　
’
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
、
．

．
但
シ
法
律
書
庫
ハ
傍
ラ
東
京
開
成
学
校
法
学
生
徒
二
特
殊
ノ
便
益

・
ヲ
得
セ
シ
ム
ベ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
該
学
校
地
内
二
支
設
ス

　
（
改
正
）

但
シ
法
律
書
庫
ハ
東
京
開
成
学
校
法
学
生
徒
二
便
ナ
ラ
シ
メ
ン
カ

為
メ
之
ヲ
該
学
校
地
内
二
支
設
ス
・

［δ［
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東
京
書
籍
館
側
の
完
敗
で
あ
る
。
永
井
館
長
補
の
不
本
意
な
が
ら

・
の
こ
の
伺
出
は
、
し
か
し
な
が
ら
実
行
を
み
る
迄
も
な
く
、
そ
の
大

本
た
る
東
京
書
籍
館
の
廃
館
の
前
に
自
然
消
滅
と
な
っ
た
。
結
果
的

に
は
五
ヵ
且
に
わ
た
る
徒
労
の
論
争
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
，

　
廃
館
の
達
し
は
、
そ
の
伺
出
の
僅
か
に
二
日
後
の
事
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
書
籍
館

其
館
廃
止
候
条
章
旨
相
達
候
事

　
但
閉
館
日
限
之
儀
追
テ
可
懸
鼻
候
条
其
マ
デ
ノ
処
諸
事
従
前
之
．

　
通
取
扱
可
申
事

明
治
十
年
二
月
四
a
　
・
　
　
．
文
部
大
輔
田
中
不
二
麿

　
最
終
的
に
は
法
律
書
庫
は
三
月
二
九
日
を
以
て
閉
館
と
な
り
、
翌

，
三
〇
日
本
省
の
指
令
に
基
き
、
東
京
開
成
学
校
に
よ
り
選
択
さ
れ
た

図
書
を
同
校
に
引
渡
し
、
全
く
そ
の
活
動
を
終
え
た
。

　
上
野
蛮
書
館
八
十
年
略
史
は
「
こ
め
よ
う
な
形
式
は
図
書
館
の
経

営
上
、
一
蹴
わ
れ
難
い
こ
と
を
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論
し
、

後
藤
純
郎
日
大
教
授
も
「
東
京
書
籍
館
の
輝
か
し
い
業
績
の
な
か

で
馬
一
了
つ
の
大
き
な
失
敗
」
（
「
東
京
書
籍
館
の
創
立
－
人
事
と
そ
の
．

特
色
尋
」
現
代
の
図
審
館
一
三
巻
二
号
）
と
断
じ
て
い
る
つ

」
就
中
後
藤
論
文
は
、
事
の
本
質
を
的
確
に
解
明
し
て
い
る
の
で
、
、

こ
こ
忙
引
用
さ
せ
て
蛎
た
だ
く
こ
と
と
し
施
。

　
　
「
こ
の
失
敗
の
原
因
は
、
当
時
の
本
省
に
も
、
ま
た
永
井
自
軍
に

も
、
文
部
省
所
管
の
東
京
書
籍
館
が
将
来
進
む
べ
き
方
向
が
正
確
に

つ
か
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
ヶ
。

　
現
在
の
時
点
か
ら
振
り
返
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
公
立
図
書
館
が
E

地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
充
実
さ
れ
、
大
学
が
そ
の
図
書
館
を
整
備
し

た
と
き
、
文
部
省
所
管
の
図
書
館
が
国
立
図
書
館
と
・
し
て
の
使
命
に

遙
進
す
べ
ぎ
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
で

竜
、
層
国
立
国
会
図
書
館
を
め
ぐ
っ
て
、
－
そ
の
国
立
図
書
館
と
し
て
の

機
能
と
使
命
に
つ
い
て
の
論
議
が
絶
え
ぬ
。
・
そ
れ
程
国
立
図
書
館
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
理
解
に
は
問
題
が
多
い
。
ま
し
て
明
治
初
年
に

「
あ
っ
て
は
そ
の
意
義
を
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。

㌦
国
立
図
書
館
も
公
共
図
書
讐
、
禽
制
を
と
る
べ
蒸
は
曇
「

し
て
い
る
。
大
学
図
書
館
も
、
大
公
共
図
書
館
も
（
国
立
図
書
館
も
、

参
考
図
書
館
で
あ
る
点
で
は
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
本

来
、
こ
の
三
種
の
図
書
館
の
利
用
の
目
的
、
対
象
、
機
能
は
明
か
に

区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
9
十
九
世
紀
後
半
の
米
国
の
議
院
図

書
館
、
英
国
の
大
英
博
物
館
図
書
館
に
つ
い
て
見
聞
し
て
い
た
と
し

て
も
、
両
館
は
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
と
特
殊
事
情
を
も
つ
。
．
そ
の
中
か

ら
抽
象
し
て
、
国
立
図
書
館
の
概
念
と
機
能
を
見
出
す
こ
と
は
噴
騰

不
二
麿
．
、
永
井
久
一
郎
に
と
っ
て
も
ま
だ
及
ば
ぬ
所
で
あ
ウ
た
ソ
つ

ヶ
。
こ
の
問
題
は
田
中
稲
城
が
東
京
図
書
館
長
と
な
り
、
国
立
図
書

・
館
た
る
べ
く
提
唱
を
す
る
明
治
二
十
年
代
衷
で
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
’

つ
た
。
」
（
前
回
「
東
京
書
籍
館
の
創
立
」
八
一
頁
）
、
、
・

　　一　土一



＼
「
と
も
あ
れ
・
「
傍
」
の
一
字
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
理
念
が
争
わ
れ
売

法
律
書
庫
の
蔵
書
数
及
び
明
治
九
年
九
月
二
二
日
の
開
館
か
ら
翌
一

〇
年
三
月
二
九
日
閉
館
に
至
る
迄
の
閲
覧
実
態
を
統
計
に
み
れ
ぽ
、

次
の
通
り
で
あ
り
た
。

　
」
こ
れ
ら
の
閲
覧
者
は
、
か
か
る
法
律
書
庫
に
内
在
す
る
問
題
を
、

当
時
察
知
し
え
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
ま
た
も
し
別
東
京
開
成
学
校
長
に
し
て
東
京
書
籍
館
長
た
り
し
畠
」

山
義
成
が
、
田
中
不
二
麿
文
部
大
輔
随
行
米
国
出
張
の
こ
と
が
な

く
、
健
在
な
り
し
と
せ
ぽ
、
果
し
て
如
何
な
る
態
度
を
と
っ
た
も
の

，
で
あ
ろ
う
か
。
～
：

幽
畠
山
不
在
の
た
め
、
夫
々
の
代
行
者
ど
な
っ
て
、
法
律
書
庫
論
争
，

の
立
役
者
と
な
っ
た
両
者
、
．
す
な
わ
ち
、
東
京
書
籍
館
長
補
永
井
久

二
「
郎
（
士
昂
氷
五
年
八
月
生
）
、
東
京
開
成
学
校
長
補
浜
尾
新
（
由
仁
丞
．
ゴ

．
年
四
月
生
）
、
い
ず
れ
も
こ
〇
代
の
精
鋭
で
あ
ゆ
、
明
治
の
青
春
を

感
ぜ
し
め
る
舞
台
廻
し
で
あ
っ
た
。
、

法
律
書
庫
御
田
書
籍
員
数
取
調
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
九
年
一
二
且
二
七
日
現
在
）

和
漢
書

新
刊
和
書

英
書’

内
　
本
館
華
分

　
　
　
開
成
校
口
分

一
七
九
冊

三
一
五
冊

六
一
五
冊

四
七
三
冊

四
九
四
冊

仏
書内

圃
、
　
　
　
　
　
＝
蓋
冊

　
　
・
同
　
　
　
　
　
　
　
’
九
三
冊

三
三
書

　
内
港
　
　
，
・
．
二
二
冊

　
　
．
同
　
．
　
一
　
　
一
二
冊

外
二
本
館
ヨ
リ
送
付
之
分
掌
二

、
（
書
名
略
）
　
合
計
一
，
六
冊
「

外
二
、
開
成
校
ヨ
μ
交
続
篇
分
署
二

　
（
書
名
略
）
　
合
計
二
冊

　
算
計
　
一
八
五
二
冊

　
　
内
　
一
四
三
〇
冊
　
本
館
ヨ
リ
送
付
階
子
．

　
　
　
　
　
四
二
二
冊
　
開
成
校
ヨ
リ
送
付
之
分

　
（
そ
の
後
の
増
減
、

　
年
報
公
表
の
数
字
と
若
干
の
差
が
あ
る
が
、

二
一
八
冊

三
四
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
正
に
よ
り
文
部
省
年
報
中
東
京
書
籍
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
館
内
訳
を
み
る

　
　
　
た
め
に
こ
こ
で
は
弓
取
調
書
の
方
を
と
り
あ
げ
た
。
．
本
旨
に
み

、
　
　
る
ご
と
く
和
漢
書
は
す
べ
て
本
館
の
分
で
あ
っ
た
。
）

　
　
　
　
法
律
書
庫
閲
覧
人
員
表

明
三
九
年

一三一

月
名

日
数
顧
鱗
三

三±±＋二

三万月朋

九二二三
四五九一九

二六九六一
東
京
開
成
学
、
外
来
内

校
法
学
生
徒
国
人

　
一
七

一
六
一

一
七
八

一
九
〇

五
四
六

ノ　　　ム
〇七九一一
六七七三九

小
、
計

　
三
七

　
三
八
〇

　
三
八
四

　
三
七
三

、
一
．
七
四

一
白
幽
平
均

二四四一四

四九一六’
七二七一一一A一

八〇二六L・



．
明
治
十
年

功
名

総三ニー
三月月月

日
数八二二：三

六九七〇
東
京
開
成
学

校
法
学
教
授

　
三

．一

O
　
六

二
二

東
京
開
成
学

校
法
学
生
徒

三
〇
七

四
二
八

一
九
〇

九
二
孟

内
国
人一

〇
九

一
六
一

」
七
七

四
四
七

小
　
計

三三六四
九七〇一
四三二九

一
日
平
均
，

二
二
・
九
六
六

二
二
・
二
九
六

＝
一
・
八
六
二

一
六
・
二
〇
九

，
最
後
に
、
東
京
開
成
学
校
側
の
報
告
を
か
か
げ
て
本
稿
の
結
び
と

授
上
実
二
緊
急
欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
一
事
ナ
ル
ニ
本
邦
三
三
此
等
ノ

設
ナ
ク
且
本
校
律
書
ノ
数
多
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
乃
チ
議
シ
テ
置
引

三
蔵
ノ
目
引
ヲ
合
一
姑
ク
此
一
庫
ヲ
創
設
シ
他
日
ヲ
期
シ
テ
漸
次
㌦

完
備
ノ
律
書
館
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ナ
り

す
る
。
・

　
な
お
、
同
校
は
明
治
一
〇
三
四
月
一

し
、
東
京
大
学
と
改
称
さ
れ
た
。

二
日
、
東
京
医
学
校
と
合

東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
第
五
年
報
、

　
（
実
二
明
治
九
年
ヨ
　
リ
同
十
年
八
月
二
三
ル
ノ
ー
「
学
年
点
在
」
テ

　
ハ
東
京
開
成
医
学
ノ
両
校
ヲ
合
併
シ
テ
東
京
大
学
ト
為
ツ
本
校
即
．

　
チ
旧
開
成
学
校
二
法
理
文
三
学
部
ヲ
置
キ
・
÷
…
）

三
月
二
十
九
日
東
京
書
籍
館
ノ
廃
閉
二
因
リ
本
校
法
律
書
庫
モ
並
、

二
閉
チ
テ
衆
庶
ノ
回
覧
ヲ
停
ム
然
レ
ト
モ
旧
館
ノ
回
書
九
百
七
十
．

六
巻
ヲ
以
テ
本
校
二
交
付
セ
，
ラ
レ
且
ツ
律
書
閲
覧
室
ハ
旧
憐
依
り

三
三
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
本
校
生
徒
ノ
閲
覧
ヲ
妨
ク
ル
事
ナ
シ
ー

（
に
し
む
ら
。
ま
さ
も
り
　
総
務
部
副
部
長
）

　　一　＝一
晶

嚢
キ
ニ
文
部
省
ノ
三
訂
7
経
シ
三
三
書
庫
殼
置
ノ
＃
二
関
シ
同
年
ヤ

’
六
三
ヨ
リ
東
京
書
籍
館
卜
協
議
ス
ル
所
ア
玖
シ
が
三
月
・
（
九
月
）

二
三
リ
テ
議
決
シ
乃
チ
本
校
構
内
ノ
温
教
師
館
一
宇
ヲ
以
テ
法
律
「

書
庫
ト
シ
旧
館
貯
蔵
ノ
内
外
律
書
ヲ
三
巴
シ
忌
月
二
十
二
日
ヨ
リ
、

開
場
シ
以
テ
本
校
生
徒
三
二
衆
庶
ノ
四
三
二
三
ス
蓋
シ
博
ク
内
外

ノ
律
三
日
ヲ
通
口
覧
セ
シ
ム
ル
為
メ
法
律
壼
日
庫
ヲ
設
置
ス
、
ル
ぐ
法
学
謝
教
、




